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議会運営委員会会議録 

 

令和７年３月１１日 火曜日 

  午後１時０２分開議 

  午後１時３４分閉議（実時間２３分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．陳情書の取扱いについて 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  増 田 一 喜 君 

副委員長  橋 本 貴 喜 君 

委  員  上 村 哲 三 君 

委  員  大 倉 裕 一 君 

委  員  北 園 武 広 君 

委  員  友 枝 和 也 君 

委  員  中 村 和 美 君 

委  員  成 松 由紀夫 君 

委  員  橋 本 幸 一 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

議  長  村 川 清 則 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

                    君 

                              

○記録担当書記     中 川 紀 子 君 

            田 島 麗 子 君 

 

（午後１時０２分 開会） 

○委員長（増田一喜君） それでは、ただいま

から議会運営委員会を開催いたします。 

                              

◎陳情書の取扱いについて 

○委員長（増田一喜君） それでは、１、陳情

書の取扱いについて協議いたします。 

 先日の議会運営委員会において、自民党３会

派から提出されました陳情書取扱基準（案）に

ついて説明があり、その後、協議いたしました

が、各派へ持ち帰り、協議するとのことでござ

いましたので、まずは各会派の御意向を確認さ

せていただきたいと思います。 

 まず、保守系無所属の山本委員、お願いいた

します。 

○委員（山本幸廣君） 大倉代表のほうから、

うち２会派一緒に会議したもんですから。 

○委員長（増田一喜君） そうですか。 

 それでは、改革市民の会大倉委員、お願いい

たします。 

○委員（大倉裕一君） 前回持ち帰らせていた

だきました。お世話になりました。 

 持ち帰って、二会派合同で話合いを進めさせ

ていただきましたけれども、この自民党さんか

ら出されているものについては、必要ないだろ

うという見解になったところです。これまでの

運用ルールでですね、いいと、そういう結果に

なりましたので、御報告をさせていただきたい

と思います。 

○委員長（増田一喜君） ただいま、このまま

の案でよろしいという御返答ですけれども、ほ

か、自民党の会派のほうはいかがでしょうか、

今の御回答について。 

○委員（成松由紀夫君） うちはもう前回説明

したとおりなので、視察してですね、しっかり

勉強してきた中で、あくまで陳情の案ですか

ら、請願とは違いますので。 

○委員長（増田一喜君） 分かりました。 

 当委員会としましても、この案件はあくまで

も議長の諮問でありますので、このままでよろ

しいというわけにはいかないかなと思いますの

で、何らかのやっぱり、こう、修正なりという

のが必要じゃないかと思って、こうやって協議
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をお願いしております。どうですかね。 

○委員（山本幸廣君） わざわざ説明ありがと

うございます。 

 いろんな協議をいたしました。議論もいたし

ましたし、口げんかもいたしました。 

 その中でですね、やはり自民党さんから出さ

れていただいたその（１）から（１２）までの

中でですね、１行１行協議したんですよ。 

 その中で市内からの者って言ったらもうこれ

やったらがんじがらめにですね、市民の方々の

陳情というのもですね、どうかなということ

で。あとの２になりますと、市外からの者につ

いてもですね、国際状況がこのような状況で、

台湾の有事関係もあるものですから、これにつ

いてもある程度、もしもいろんな陳情があった

場合ですね、どうするかというのも考えたほう

がいいんじゃなかろうかということの意見もあ

ったしですね。 

 ただ、誹謗中傷とかですね、個人名とかそう

いう中でですね、裁判とかになったならばどう

するかということの中で、前回の議運ではです

ね、これは規則の取扱いの中で１８１条なんで

すけども、令和６年９月２７日、我々この議運

で決定をしたんですね。議運で決定いたしまし

た。これは議長預かりの議運決定いたしたわけ

ですね。私たちは反対をしたんですけども、そ

れについても、一人一人の議員からもですね、

いろんな意見が出ました。 

 だけども、結果的にはそういう扱いになった

んですけども、自民党さんが、もうこれで、こ

れでしかないという、取扱いはこれでいくと言

われるならですね、はっきり言って、あとはも

う委員長の考え方をですね、示していただけれ

ばと思います。 

○委員長（増田一喜君） この議案につきまし

てはですね、遡ってという話ではないんですよ

ね。 

 皆さんも御存じだろうけど、市外からの陳情

がありまして、それについてごたごたとなって

おります。現実的にはですね、ユーチューブな

んかで、えらい何か問題になっているようなあ

んばいでありますので、そこをですね、今後は

そういうことがないようにきちんとやっていき

たいなという御意向がありますので。 

 今のところ、市外の人が出した場合、やはり

我々は八代市民であり、八代市議会であります

ので、八代市議会や市民以外の方が出された陳

情についてですね、こういうふうに言われるの

はちょっと筋違いじゃないのかなというとこが

ありますので、そういうことがないように、こ

れからの基準をですね、改めていきたいなとい

う御意向だろうと思います。 

○委員（成松由紀夫君） 今、山本委員のちょ

っと言い回しのところと言い方、取り方もある

んですけども、ユーチューブ動画が云々かんぬ

んというのはあんま関係ないんですよね。 

 実際今、山本委員が言われた部分の議運の決

定の議長預かりというところのあの時点では、

全くそういうのは関係なかったんですよ。た

だ、あの陳情についてどうだったのかというと

ころの話で、やはり個人の団体、法人あたりの

名誉を毀損している内容があるから、だから議

長預かりというのが前議長の判断であって、そ

の中で意見がるる出たということで。 

 その後、ああでもないこうでもないというの

はですね、本当もうそもよく分からないんです

が、いろいろ出ておりますが、ただ今回のこう

諮問の中には、陳情と請願は、請願の場合は紹

介議員がつきますので、チェック機能が働くん

だけれども、陳情については、いろんなこう出

し方があって、それをこう、うちの自民党の中

でも締め出すようなですね、イメージに取って

もらうと、全くそういう議論はなかったので。 

 要するに市外の八代市民ではないところの方

が出されてきたときに、誹謗中傷なり何なり、

なじまないものがあった場合、そういうことを
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想定しているというのが話であって、市外の方

でも、紹介議員つけて請願にすれば、それはま

た、しかるべき対応をするわけであってです

ね。 

 陳情の出し方の部分で、そういうこう誹謗中

傷、司法案件、司法権を侵すようなことがあれ

ばまずいだろうというようなことと、それを踏

まえて、陳情の取扱い基準を先進地に勉強しに

行った上で、その中で今度はそれを定めて、議

会活性化のための中身の濃い審査を行うような

ことがということが、自民党会派の中の整理し

た話であって、議長の諮問があったということ

に対しては、そういう話なので。 

 あまりああいう次元の低い話に振り回される

必要はないので、自民党は粛々とその取扱いに

ちょっと問題があれば、きちんと対応していく

というのが、その願意であります。 

○委員長（増田一喜君） 結局せんだっての議

長預かりの件で、少し疑義が出たようなあんば

いだったから、それを、もうそういう疑義が出

ないように、きちんと定めていきたいというの

が趣旨でしょう。 

○委員（成松由紀夫君） そういうことです。 

○委員長（増田一喜君） 私もそう、それは思

っております。 

○委員（山本幸廣君） 今回自民党さんから出

された取扱いの基準についてということなんで

すよね。 

 ここらあたりははっきり言ってから誤解をし

ていただきたくないんですけども、はっきり言

ってから市内の者からですね、１の中で市内の

者から提示された陳情書のうちにその内容の次

の項目のいずれかに該当すると議長が認めたも

のは、議会運営委員会においてその取扱いを協

議する。以下にですよ、（１）から（１２）ま

で。 

 これを見たならばですね、これはもうがんじ

がらめになったような市内の方でも陳情書出し

ならんならよかというような、そういう誤解を

招くような、私は異議と、議長経験者としてで

すよ、開かれた議会がよくなればですね、ここ

までせんでよかったんじゃなかろうかなという

のが私の印象です。議長経験者として。 

○委員長（増田一喜君） ということは、これ

の１の（１２）まではちょっといかがなものか

という御意見だと思いますけど、２について

は、特段何もないわけですね。 

○委員（山本幸廣君） もう２について、今１

は市内の件についての、市内の陳情については

今私発言しとるわけですから。 

○委員長（増田一喜君） １の分ですね。 

 これ出されているのは、２の部分もあります

ので、市外の方からの、先ほど成松委員が言わ

れたように、市外の方の陳情は、所管の常任委

員会には参考送付するとしても、請願書でそれ

は十分事足りるんじゃないかなという御意見で

したので。 

○委員（成松由紀夫君） いや、山本委員が議

長経験者のですね、２回されている経験の中で

と言われるんであれば、私も議長経験している

中で、これは、この（１）から（１２）が縛る

ものではなくて、当たり前の文言だけであって

ですね、請願で事足りるわけですよ、通常。 

 陳情については、あまりやりたい放題のこと

を書いていいのかということで、今委員長も言

われている（２）、それと（３）、それも臆測

で誹謗中傷であって、全然エビデンスがあるよ

うな話がないようなことも含めてですね、決め

つけとか、思い込みでの陳情だったかと思いま

す、あのとき議論した陳情は。 

 だからこそ、田方前議長は預かりとされたと

いうふうに思っているんですけれども。全くこ

の（１）から（１２）の部分で、何かこう、イ

メージ的に、もう市内の方の陳情を四角四面で

縛り上げるようなですね、そんな難しい内容で

はなくて、社会通念上の一般常識の範囲の法令
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ぐらいのところはちゃんと分かった上で陳情書

は出してくださいねということにしないと、陳

情者はただの苦情の文書じゃないわけですか

ら、これは議会として預かるわけなので、そこ

はちょっと考えていただきたいという。 

○委員（山本幸廣君） それは認識の違いだと

思います。それは成松委員もそういう考えです

けども、私は私としてのやっぱ議長経験者とい

うのを考えを先ほど言ったわけですけんでか

ら。 

 それはなぜかといいますと、２についてもで

すね、その内容が上記の項目に該当する場合は

その配付について議会運営委員会で決定する

と。もう上記ですけんでから。下についても一

緒なんですよ。 

 それをおもしをかけたような捉え方ですか

ら、私の捉え方ですよ、議長経験者として。う

ちの中では、今大倉代表が言われたとおりであ

りますので。このままのですね、陳情の処理を

自民党さんが、はっきり言って、修正もせん、

何もせんというとならば、もうそれでいいんじ

ゃないですか。 

○委員（橋本貴喜君） その陳情書についてで

すね、無理やり基準を設けたわけではなくてで

すね、もともと陳情については、請願に、その

あれにのっとってというところが通例という

か、慣例として扱われてきたのかなと。 

 陳情についての明確な文章がなかったため

に、前回、１２項目が請願にはこれ当てはまる

もの駄目ですよということなんで、それに当て

はまる陳情が出てきたから、その取扱いをどう

するかというところで協議になったと思います

ので、ただ、もともと陳情としても、こういっ

た内容が上がってきたら、請願の例にのっとっ

て扱われるということですので。 

 それをただ陳情用に明文化をしたというとこ

ろで、大きく何か取扱いが変わるという問題で

はないのかなというふうに考えておりますの

で、ただ、文字として残すか残さないかという

とこになってくるかと思います。 

○委員（橋本幸一君） 先般の管外視察の中

で、この陳情書の取扱いにどうしようかという

ことで、視察も行ったわけで、その前に、もう

少しやっぱり詳細にこの陳情書の決まりという

のをつくったほうがいいんじゃないかという声

もあったのは、私も、はずと思います。 

 ３地区視察させていただいて、詳細につくっ

てあったのが相模原市ということで、私も陳情

の内容を見て、これならば八代に合うなという

思いもしたわけです。 

 やっぱりそういう中で、今回のこの内容の作

成ができたわけですが、これはもう大体至極当

たり前のことをこの１２個書いてあるわけで、

管外管内の取扱いについては、当然制約がある

わけですが、しかし、やっぱりそれはもう先ほ

ど団長が言ったように、請願という一つの仕様

の中で議員が責任持ってこれを出すというこ

と、その道は確実にあるわけですから、閉ざす

という、そういう思いは私はこの中にはないと

思います。 

 また、市民の皆さんがこれをつくることによ

って陳情書が出しにくくなったというか、以前

の請願を見れば全てやっぱりこれ以外に該当す

るわけですから、これに該当するようなことが

本来は少ないって私はそう思っております。 

○委員（大倉裕一君） 陳情の取扱いはきちん

と会議規則の中にうたってありますよね。陳情

書またはこれに類するものは、議長が必要と認

める場合は、請願の例によると。その解釈と運

用のところに、陳情書などの内容がおおむね請

願に適合するものであれば、議会には否定する

べき特別な理由がないので、請願の例によって

処理するって。 

 その下には、市外から郵送されたものとかと

いうところの条件を書いてあるわけですけど

も、その例によってこれまで運営をしてきて、
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何ら問題はなかったと、我々の会派ではそうい

うふうな判断に至っておりますので、その点は

御理解をいただきたいというふうに思ってま

す。 

○委員長（増田一喜君） 今言われたように、

これまではそうであったからかもしれませんけ

れど、今やっているのは、今後ですね、いかが

いたすかということが前提でありますので、そ

こら辺りをよく考えていただきたいと思いま

す。 

○委員（中村和美君） 私の意見としては、先

月、３市、勉強させてもらったんですけど、そ

れの一番重要な部分がこうやって自民党のほう

で出されたものだと思いますし、私はこれで非

常に文書化しておくのも、一つの議長の責務に

少しでもですね、軽くなるような対応の文書じ

ゃないかと思います。 

 それとですね、陳情者というのも非常にせっ

ぱ詰まったから陳情をするわけでございますの

で、その中でこう文面つくってですね、やっぱ

りこう４番とか５番とか、こういうのはいけま

せんよとか、そういうですね指導も私はできる

と思いますので、この文章というのは。 

 そして、本当に陳情して、お願いしたいとい

う人たちならば、そういう議会事務局持ってく

ると思いますが、そういう指導にですね、合う

ような、また陳情の仕方をしてくれるというふ

うに私は思いますので、その陳情書の勉強のた

めにも、私はこの文書はこれで理解します。 

 以上です。 

○委員（成松由紀夫君） 何か取り方とかもう

解釈なんでしょうけど、決してこれがあるから

といって、おもしをかけるとか、さっき山本委

員が言われますが、おもしをかけるとか何か縛

るとか締め出すとか、決してそういうことじゃ

なくてですね、大倉委員が言われたように、議

会のルールの中の請願に準ずるという中で行っ

た時にですよ、運用のところで、不穏当な表現

の請願を防止する方法あるかという中に、請願

者が請願書に過激な表現や不穏当な表現をして

いる場合、紹介議員はこれを改めるよう助言す

ることが大切である。だから請願の場合はそれ

ができるんですよ。 

 ただ陳情の場合は、それができないので、チ

ェック機能が働かないからどうなの、というこ

とを正副議長からの諮問と思うわけですよね。 

 なので、この文言を入れたからといって、今

中村和美委員が言われたように、もうせっぱ詰

まった、例えば命に関わるような、そういう陳

情書はまたこの部類には入らないので、当然、

すんなりいくでしょうし、我々が言っているい

うのは、やはり不穏当な表現のものを、陳情を

どういうふうにチェック機能を働かせるのとい

うときのあくまで基準なので、これは条例でも

なく。なので、そういう話で整理していただき

たいなというふうに思います。 

○委員長（増田一喜君） もちろん陳情が上が

ってきてそういう不穏当な発言とかそういうこ

とがあれば、事前にそれは議長のあたりで、ち

ゃんとチェックされまして、それが果たして委

員会に付託してよろしいのかというのも議長の

ほうで判断されるとは思うんですよね。 

 だからそれが難しい場合があるからこそ、き

ちんと文字に表してほしいということが諮問の

狙いじゃないかなと思っておりますので、そこ

ら辺りをよく考えて発言お願いしたいと思いま

す。 

 どんなですか。 

 小会します。 

（午後１時２３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時３２分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

○委員（成松由紀夫君） １点確認なんですけ

ど、自民党３会派の案というところのこの１２

項目の部分はですよ、この文言はもともと請願
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になじまない部分をそのまま張りつけてますの

で、何らうちがオリジナルで入れ込んだりとか

という文言はないのは理解していただきたいと

いうふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） ということは、請願

のところの基準を陳情書に持ってきたちゅうこ

とですね。（委員成松由紀夫君「そういうこと

です」と呼ぶ）陳情書の取扱いっちゅうことだ

からですね、請願書の取扱いじゃないのでそう

いうことですね。はい、分かりました。 

 それでは、今のところ、意見がですね、この

自民党さん３会派の提出された陳情書の取扱い

についてと、それからあれ、保守系無所属山本

委員、それから改革市民の会の大倉委員が言わ

れるこれまでどおりというお話がありますが、

この二つがありますけれども、採決したいと思

いますが、いかがですか。よろしいですか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） それでは、これまで

どおりとする意見と自民党３会派から提出され

ている基準案で作成するとの意見がありますの

で、これより採決いたしたいと思います。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 陳情書の取扱いの基準につきましては、提出

されております基準案のとおりとすることに賛

成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手多数と認め、陳

情の取扱いの基準については、提出されており

ます案のとおりとすることに決しました。 

 そのほかには何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で本日の議会運営委員会を閉会いたしま

す。 

（午後１時３４分 閉会） 
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